
【貸借対照表】 

（２）賞与引当金 

【行政コスト計算書】 【純資産変動計算書】 

経常費用 期首純資産残高 
１．人にかかるコスト 

（１）人件費 
（２）退職手当引当金繰入 
（３）賞与引当金繰入 

２．物にかかるコスト 
（１）物件費 
（２）維持補修費 

【資金収支計算書】 

17,936,136 
20,346 

金額 

２．流動負債 

負債合計 

（１）普通会計地方債 

負債の部 

40,931 
4,270,545 

（１）翌年度償還予定地方債 

金額 

432,333 

金額 資産の部 

（１）有形固定資産 
（２）売却可能資産 

（１）投資及び出資金 

（２）貸付金 0 

１．公共資産 17,956,482 

3,362 

２．投資等 

３．流動資産 
（１）歳計現金 
（２）財政調整基金等 

（３）未収金 

（３）基金等 

5,145 

（４）長期延滞債権 
（５）回収不能見込額 

19,913,957 

（２）退職手当引当金 

3,810,164 
3,025,899 

784,265 
460,381 
419,450 

15,643,412 

負債及び純資産合計 

純資産合計 

資産合計 

１．固定負債 

456,665 

1,500,810 

純資産の部 
22,997 

△ 3,810 

209,227 
1,288,221 

19,913,957 

△ 186,488 
△ 729,538 
△ 24,414 

233,641 
209,227 

項目 金額 
１．経常的収支 
２．公共資産整備収支 
３．投資・財務的収支 
当期収支 
期首資金残高 
期末資金残高 

891,612 

125,390 
2,934,847 

63,764 
54,437 （１）支払利息 

４．その他のコスト 

9,327 
125,390 

純経常行政コスト（経常費用－経常収益） 

使用料・手数料、分担金・負担金等 
経常収益 

（２）回収不能見込額 

（３）減価償却費 

117,975 

222,680 
467,433 

850,821 
857,083 ３．移転支出的なコスト 

（４）公共資産整備補助金等 
（３）他会計等への支出額 
（２）補助金等 

（１）社会保障給付 

48,995 

15,643,412 

純経常行政コスト 
一般財源（地方税・地方交付税等） 
補助金等受入 
臨時損益 
資産評価替・無償受入・その他 

10,089 

767,025 
696,898 

40,931 
1,372,365 

項目 金額 
15,847,489 

金額 
3,060,237 

項目 

平成２３年度決算に基づく普通会計財務書類４表（簡潔に要約した財務書類） 

511,455 期末純資産残高 

△ 2,934,847 
2,481,092 

348,661 
△ 95,654 
△ 3,329 

29,196 

現在までの世代が負担した部分を表していま 

将来世代が負担する部分を表しています。 

貸借対照表上の純 
資産が１年間でどの 
ように増減したかを 
表しています。 

財産（資産）と、その資産をどのような財源（負債・ 
純資産）で賄ってきたかを表しています。 

資産形成に結びつか 
ない行政サービスに係 
る１年間の経常的なコ 
ストやそれに対する受 
益者負担を表していま 

す。 

１年間の資 
金（現金）の 
流れの収支 
をを表してい 
ます。 

将来の世代に 
残る財産を表 
しています。 

ここで計上されたコ 
ストが、サービスに 
対する直接収入で 
賄いきれなかった 
コストとなり、税や 
国県負担金等で賄 
われることになりま 

す。 

直接サービ 
スに対する 
収入を表し 
ています。 

施策的にど 
の分野にコ 
ストがかかっ 
たかを表し 
ています。


